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1． は じ め に
　現在 ， 一般教育科 目の 情報処理概論 として，情報処理 教育 が行われて い る 。 情報処理 概論で
講義 して い る内容 は，
　（1） コ ン ピ ュ ータ各装置 の 基本的な取 り扱 い 方法
　  　 コ ン ピ ュ ータ の歴 史
　（3） コ ン ピ ュ ータの 動作原理
　（4）　 2進数
　  　論理演算
　（6） 論理 的 な問題の 解法
　（7） プ ロ グ ラ ム の 基礎 （BASIC 言語）
　（8） データベ ース の 基礎 （dBASE 　II）
　  　日本語処理 の 基礎 （日本語 ワ ー ドプ ロ セ ッ サ）
　（le） 表作成 の 為 の 簡易言語 （Multi　Plan）
　こ の うち（1），   〜  に つ い て は ， 実際 に コ ン ピ ュ ータを使用 しなが らの 講義で ある。
　こ の 講義で 良好 な受講態度で受講 して い るに もか か わ らず，講義の 内容 を理解 で きな い 学生
が 少 なか らず い る 。 そこ で 情報処 理 概論 を受講 して い る学生 を対象 に適性検査 を実施，講義 内
容の 習得状 況 と適性検査 の 結果 を比較検討 した の で報告す る 。
2， 研 究 目 的
　情報処理 産業， 特に ソ フ トウ ェ ア業界で は，適性が 非常 に重要視 される 。 これは，プ ロ グラ
マ として教育をし た 場合の 出来，不出来が 適 性検 査 で ほ ぼ 推定で きるか らで ある。
“
プ ロ グラマ
の 適性 が 平均以下 で あれ ば ， プ ロ グラ マ として の 教育を して も無駄で ある 。
’1
とまで言われ， ソ
フ トウ ェ ア 関係 の 企 業 の 入社試験で は ， 必ず適性 検 査が行わ れ ， 他 の 判 断材料の い か ん にか か
わらず ， 画 生検査 の 成績 の 上 位 5 ％一　10％程 度で足 切 り をす る 企業 も多 い 。
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　情報処理概論 を受講す る学生の ほ とん どは ， この科 目で初め て情報処理教育 を受 けるわけで ，
前提 となる知識の 差は ほ とん ど無 い 。 しか し，一度授業 内容 を理解で きな くな る と， 最後 まで
理解 で きな くな る こ とが 多い 。
　そこ で ， 初歩の 情報処理教育にお い て ， どの よ うに適性 と の か か わ りが あるか を調査 し， 理
解 しず らい 学生 を事前 に 把 握する こ と に より， きめ 細か な情報処理 教育を行 う為 の 手助 けにす
るこ とを目的 とす る。
3． 調 査 方 法
（1） 調査対象
夙 川学院短期大学で情報処理概論の 講義 を受講 して い る学生。
　  　適性検査の 選 定
　情報処理 教育 に お い て も， 問題 の 解法， プ ロ グ ラム ， データベ ース ， 簡易言語 など ， 結果を
得 る手段 として コ ン ピ ュ ータ の 使用 方法 を講義す るな らば，プ ロ グラマ と同様の適性が必要で
は な い か と推察 され．る。
　た とえば ， Fig．　1の プ ロ グ ラム 命令の 記述例 ， 及び ，　Fig，2 の フ ロ ーチ ャ ー トの 記述例 を示 し，
フ P 一チ ャ ー トの 記述
回
をプ ロ グ ラム 命令に す る とど うなるか と質問する と，
　　 LET 　 E ＝ 10
とな るべ きと こ ろ ，
　　 INPUT 　 E ＝ 10









や 定数は記述 で きず， 記述で きる の は変数の みで ある 。 J と説明
を加 えて も同様の 解答 をす る学生が 少な くない 。これ は ， 説明 を忠実 に読み 取 る能力 の 問題で
ある と考え られ る 。 こ れ らは ， すべ て プ ロ グラ マ 適性 に 当て は まる。
　プ ロ グラ マ に必要 な適性 と して ，
ア ，パ ター ン 認 識の 能力 1｝
イ．忠実，正 確 2）
ウ，論理 性 ， 転換力 ， 推理 力 3）
エ ．論理的思考力 4 ）
オ ．数的思考 力 5 ）
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など が考 え られる 。
　プ ロ グラマ 適 性検査 の 代表的な例 と しては，Fig．36 〕 に 示す，主 に抽象的思考 力，推理 力を
問 う検査 ， Fig，47 ）に示す ， 主に数的思考力 を問 う検査 ，　Fig．5 に示 す ， 主 に論理 的思考力を問
う検査，な どが あるが ， こ れ ら の 適性検査 は ， それ ぞれ高い 相関関係 を示す こ とが知 られて い
る 。 そこ で ， 短 時間 に適 性検査が 行 えるよう，Fig．　6の 例 に示 した数列 を僅用 した検査の み を
行 うこ とにす る。
　（3） 適性検査 の 作成
　以前適性検査は手作業で作成され て い た 。 しか し， 手作業で の 適性検査 の 作成 は ， 難易度の
均一な問題 の 作成 ， 矛盾の な い 問題の 作成，など難 しい 点が 多く， 熟練 した者が検証などに時
間 をか けて 少量 し か 作成する こ とが で きなか っ た。しか し， 論理的検証 に強 い コ ン ピ ュ ータで
初 めか ら作成 8）すれ ば ， 簡単に多量に適性検査が 作成で きる。
　そ こ で ， コ ン ピ ュ ータに よる適 腔検査 の 問題作成プ ロ グラ ム を作成 し，既題 の 自動作成 9） を
行 うこ とに した 。 作成する問題 は ， 1回分 を40問 と し， 問題 は徐 々 に難 しくなるよ うに す る 。
また ， 検査時間は試行テ ス トに より全問解答する こ との な い ように 設定す る 。
　（4） 適性検査 の 実施及 び 集計
　適性検査 は ， 授業に よ る影響が出な い よ う， 情報処 理概論の 授業 を開始 した直後、授業の 本
論 に入る前 に実施 し，半期終了後行われ る定期試験の 結果 と ， 点数分布 の 比較を行 う。ま た ，
相関係数 （coefficient 　of　correlation ）10） を求め適性 と授業 内容の 習得状 況 の 相関 の 程 度 を求め
る。
Fig．1　プ ロ グラム 命令の 記述例
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回
キーボー ドよ り入力 したデータ




の 右辺 に記述 され た定数
10を左 辺 の 変数 D に代入す る。
Fig．　2　 フ ロ ーチ ャ ー トの 記述例
Fig．3　 適 1生検査の 例 1 （文献 6 よ り）
F呈g．4　適性検査 の 例 2 （文 献 7 より）
Fig．5　適性検査の 例 3
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ある規則 に従 っ て数が 並ん で い る 。 下線部に当て は ま











　 　 　 9
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Fig，6　今 回実施 した適 性検査の 例
4． 調 査 結 果
　 1986年 より1988年の 3年 間に わた り適性検査 を行 い ，345件の データを収集 したが ， 情報処理
概 論の授業 内容の 習得状 況の 基準 となる定期試験 の 均一性が な い 為 ， データ分析 に使用す る有
効データ数を191件 とした 。
　適性検査の 成績 を横軸に ， 定期試験の 成績 を縦軸に取 り， 学生毎の成績 をプ ロ ッ トす る と，
Fig．　7 の 適性検査の 成績 と定期試験の 成績 との 関係の ように，右上が りの 分布 を示す。こ れ は ，
適性検査 の 成績 と定期試 験 の 成績 との 間に 相関関係が ある こ とを示 して い る 。
　情報処理 概論定期試験 の 成績 の 人数分 布 を，Fig．8 に示す 。 こ の うち ， 適性検査 の 成績上位
20％ の 学生，及 び ， 下位 20％の 学生の み を抽 出 し， 定期 試験 の 成績 の 人数分 布 を求め た もの を，
Fig．9 に示 す。 こ れ は ， 適 1生の 高い 学生は定期試験の 成績が 比較的良 く， 適性 の 低 い 学生 は定期
試験の 成績 を比較的良 くない こ とを示 して い る 。
　遭 性検査の 成績の 人数分 布を， Fig．10に示す。こ の うち，情報処理概論定期試験の 成績上位
20％の 学生 ， 及び ， 下位 20％の 学生 の み を抽出 し ， 適 性検査 の 成績 の 人数分 布 を求め た もの を，
Fig．11に示す 。 こ れ は ， 情報処理概論の 成績 の 良 くなか っ た 学生 の 多 くは， 最初か ら遭 性が な
か っ た こ とを示 して い る。
　 こ れ らの 図か らも明 らか な よ うに ， 適 性検査 の 成績 と定期試験の 成績 に は 相関関係 が あ り，
適性検査 の 成績 を X ，定期試験の 成績 を y ， とす る とき ， X お よび y の 平均は ，
　　　　　 X ； Σ X ／ n 　 　 　 　 　 　 式 1
　 　 　 　 　 　 ＝ 48．5
　　　　　 y ＝ Σ yl／ n 　 　 　 　 　 　 式 2
　 　 　 　 　　 ＝ 35．7
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x お よび y の 残差の 平方和 は ，
　　　　 S 。 ＝ Σ（x 且一x ）2
　 　 　 　 　 　 ＝ 2．06x104
　　　　 S ， ； Σ（yi − y ）2
　 　 　 　 　 　 ＝ 2．29× 104
式 3お よび 式 4 よ り， 平方和の幾何平均 は ，
　　　　 （SxSy ）lt2 ＝ 2．17× 104
x と y の 残差の 積の 和 は ，
　　　　　Sxy ＝ Σ（xrx ）（y ，− y ）
　 　 　 　 　 　 ＝ 8．99× 103












相関係数は ， 残差 の 積の 和 と平方和 の 幾何平均の 比 で ある か ら， 式 5 お よび式 6 よ り，
式 7
式 7 に示 すよ うに ， 191件の データよ り相関係数 0．41と い う結果が 得 られた。
平
0 　　　　　　　　　　　　　平　　　適性検査 の 成績
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　均
Fig．　7　 適性検査の 成績 と定期試験の 成績 との 関係
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Fig．9　 適 1生検査 の 成績上位 20％及 び下位 20％ の 学生 の
　　　　情報処理概論定期試験の 成績 と人数分 布
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Fig．11 情報処理 概論 定期試験 の 成績上位 20％及 び
　　　　下位 20％ の 学生の適性検査 の 成績 と入数分 布
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5． 終 論
　情報処理概論 の 定期試験 の 成績 は ， 受講態度 ， 意欲 ， 学習 量など ， 非常 に多 くの要 因が含 ま
れ て い るはずで ある。しか し ， 適性検査 の 成績 との 相関係数 が ，O．41と い う， 予想 され た以上
に ， 強 い 相関関係が 明 らか に な っ た 。 こ の こ とは ， 情報処理 教育にお い て は ， 初 歩の 段階か ら
適性に 左右 され，理解力に大 きな個人差が あ る ， と い うこ とで ある。 そ して これは ， 教室で の
大勢を対象と した講義に対 し大 きな障害 とな っ て い る 。
　しか しなが ら， こ こ で 適 1生検査 に よっ て ， 学 生 の 理 解力を ， 事前に ある程度把握する こ と炉
可能で ある こ とも明 らか にな っ た。こ れを利用 し， 学生が 講義内容 を理解で きな くな り ， コ ン
ピ ュ ータに対 し拒絶反応 を示す前に 対処 で きる よう望 み た い 。
　今後の 研究課題 は ， 適性に左右 されや すい 分 野 ， され に くい 分 野 を調査 し， より具体的か つ
有効 な，初歩の 情報処理教育の方法を確立す る こ とで ある。
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